


が室内に拡散してから平板型フードによって排出され、

残りの 57％ (100％ -43％ ) の汚染物質は天井排気口又

はエアコンの吸込み口で処理されている。一方パイプ

型フードにおける DCE の値は、エアコン有り・無しど

ちらの場合においても平板型フードよりも高くなる。

4　まとめ

①平板型フードは、GAS レンジ・IH レンジ共にエアコ

　ンの吹出気流によってレンジ上の気流が乱されるた

　め、エアコン無しの場合よりも DCE が低下する。

②パイプ型フードは、GAS レンジ・IH レンジ共に平板

　型フードに比べ DCE の値が高く、室内へ汚染物質が

　拡散する割合が低いため、排気風量を 1/8 にしても

　効率の良い換気システムである。
＊１：排気捕集率は、拡散せずに捕集された汚染物質だけでなく、居住域に拡散し
た後に排気された汚染物質も含めて計算された割合である。
＊２：直接捕集率 (DCE：Direct Capture Eff iciency) とは、発生した汚染物質が居
住域に流出することなく、局所排気装置により直接捕集される割合を示す文１)。
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　図４に各ケースの排気捕集率及び DCE の値を示す。

エアコン無しの場合の排気捕集率は、平板型フード・

パイプ型フード共に 95％～ 100％の範囲であり、鍋で

発生した汚染物質は他の排気口から排出されるよりも、

レンジフードから排出されていることがわかる。

　平板型フード・エアコン無しの場合、IH レンジ

(case2-3) では擾乱が少ないため、GAS レンジ (case1-3)

よりも DCE の値が高くなる。また、平板型フード・エア

コン有りの場合、GAS レンジ (case1-1)

の方が IH レンジ (case2-1) よりも DCE

の値が高くなる。case2-1(IH レンジ )

では、排気捕集率が 43％に対して DCE

が１％と極めて低い値となる。このこ

とから、汚染物質の 42％ (43％ -1％ )

図３　排気風量で基準化した汚染質濃度分布

(４ )case2-3【排気風量400m３/h】(１ )case1-1【排気風量400m３/h】 (３ )case2-1【排気風量400m３/h】
鍋中央 x-z 断面

図４　排気捕集率及び DCE

(２ )case1-3【排気風量400m３/h】

( ５ )case3-1【排気風量 50m３/h】
鍋中央 y-z 断面水平断面 床上 1100mm ( 鍋上 150mm)鍋中央 x-z 断面水平断面 床上 1100mm ( 鍋上 150mm)

( ６ )case3-4【排気風量 50m３/h】
鍋中央 x-z 断面鍋中央 y-z 断面

鍋中央 y-z 断面
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( １ ) 平板型フード

(２ ) パイプ型フード

表２　解析ケース

* エアコン位置：Ａ…キッチン側、Ｂ…リビング側、Ｃ…Ａ - Ｂの中間 図２　フードの概要
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case1-1 0.34 0.26
case1-2 0.72 0.59
case1-3 0.97 0.29
case2-1 0.43 0.01
case2-2 0.51 0.23
case2-3 1 0.75
case3-1 0.9 0.72
case3-2 0.65 0.49
case3-3 0.95 0.8
case3-4 1 0.84
case4-1 0.78 0.58
case4-2 0.73 0.56
case4-3 1 0.84
case4-4 1 0.87
case5-1 0.74 0.57
case5-2 0.45 0.36
case5-3 0.82 0.69
case5-4 0.95 0.81
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case4-3 1 0.84
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フード形状 換気方法 使用レンジ エアコン位置
* ケースNo.

Ａ case1-1
Ｂ case1-2

平板型 外部排気 無し case1-3
フード方式 400m

3
/h Ａ case2-1

Ｂ case2-2
無し case2-3
Ａ case3-1

循環 Ｂ case3-2

50m
3
/h Ｃ case3-3

無し case3-4
Ａ case4-1

パイプ型 Ｂ case4-2
フード方式 Ｃ case4-3

外部排気 無し case4-4

50m
3
/h Ａ case5-1

Ｂ case5-2
Ｃ case5-3

無し case5-4

GAS

IH

IH

IH

GAS


